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J.POSHでは、乳幼児を育てながら乳がんの抗がん剤

治療や放射線治療を受けておられる方に、乳幼児の一

時預かり保育やベビーシッター等にかかる費用の一部を

助成するプログラムを、昨年秋に創設致しました。乳が

ん患者さんの総数からすると、対象となる方の人数はほ

んの一握りではありますが、自身の治療と幼子の育児の

やりくりで辛い思いをされているママたちを少しでも応援

したいとの想いから作り上げたプログラムです。

治療と育児のママ応援

近年、日本では晩婚の傾向が進んでいます。生涯未

婚率も高く、少子化なども、大きな社会の課題となって

います。2019年の出生数はついに90万人を切ったとの

ニュースも報じられました。一方乳がんの罹患者の若年

化、とりわけ、30歳代の罹患者数が増えています。この

様に、晩婚化と乳がん罹患の若年化によって、乳がんと

診断された方の中に、乳幼児を養育中の方が多くなって

いるのが現状です。

農業が中心だった時代には、親が畑に行く時は、爺

ちゃん婆ちゃんが子守りをしてくれたり、赤ちゃんも一緒

に畑に連れて行って籠で寝かせておく等という光景も普

通にあったようです。しかし現代では核家族が一般的

で、仕事の都合等で実家から遠く離れて暮らす方々がと

ても多く、また、ご近所同士の関わりも昔とは違い、マン

ションなどでは個人情報を守るためか、表札も上がって

いなくてお隣さんの名字すら知らないというケースもよく

あるようです。

私自身も三人の子供を育ててきましたが、両方の実家

は比較的近く、よく助けてもらったものです。そして、お

隣さんにもよくしてもらい、時々子供を預かってもらう事

もありました。でも世の中は変わってきています。まさ

に実家から遠く離れて暮している私の娘の子育てを見

ていて、大変さがわかりました。出かける時は、1人はベ

ビーカー、もう1人は抱っこ、そして大きな荷物。実家が

遠いと、自分がちょっと歯医者に行くにも「ばぁばとお留

守番しててね」というわけにはいかないのです。

乳幼児は本当にかわいく愛おしいです。でも誰かに

お世話をしてもらわなければ生きていけない存在なので

す。その誰かとは、ほとんどの場合は親であり、特に母親

が全面的に世話をするケースが多いと考えられます。そ

の母親が乳がんになったらどうなるのでしょうか？誰しも

「がん」と告知されたら頭が真っ白になって自分の身に起

きた事がすぐには受け入れられないと言われます。「告

知を受けた後、病院からどうやって帰ってきたのかも覚え

ていない」と仰った方もありました。乳幼児をかかえる

母親は、自分ががんと知らされ、ショックで不安を感じる

と同時に、子供達をどうすれば良いのだろうと、谷底にで

も突き落とされたかのように、途方に暮れるのではない
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年性乳がんと共に生きる若

31歳、結婚の直前に乳がんと診断されました。それま

で、出版社でやりがいのある仕事をして、休日は友人と旅

行に行き、美味しいご飯を食べに出掛けることが楽しみな

普通の女性として生きていました。しかしあの日、突然が

んと診断され、病院では“患者さん”と呼ばれるようになり、

病気と向き合う日々が始まりました。

がんと診断された日、これから歩みたいと思っていた、

結婚して、子どもを産み、育て、家族を作るという女性とし

ての未来が崩れた気持ちになりました。「死にたくない」「胸

を失いたくない」「子どもを諦めたくない」、失いたくない

ものだらけでした。しかし、そのすべてを望むことはでき

なかったので、自分にとって何が一番大切かを考えました。

その結果、私は将来子どもを持つ可能性を少しでも多く残

すことを大切にして、様 な々治療を選択してきました。

そして今年、診断から10年を迎えます。一昨年、告知さ

れた時に強く願った子どもを授かることもできました。現

在は、若年性乳がん患者支援団体「Pink Ring」で、同じ立

場から患者を支える活動をしています。

私は、結婚というライフイベントと闘病が重なりました

が、同じ病気の仲間の中には、妊娠中にがんと診断された

方、仕事で昇格した途端に告知を受けた方、小さな子ども

がいる中で見つかった方など、さまざまな方がいます。そ

して多くの当事者と出会い相談を受ける中で感じることは、

若年性乳がん体験者は、治療のことに加え、個々のライフ

フェーズによって、「恋愛・結婚」「妊娠・出産」「子育て」

「就労・転職」「パートナーとのコミュニケーション」など、

若年特有の多様な問題を抱えているということです。し

かし、それらの悩みを相談する場所や支援を得られず、一

人で抱え込んでいる方も少なくありません。

若年性乳がんサポート
コミュニティPink Ring 
代表

CNJ認定乳がん体験者
コーディネーター

御
ミ フ ネ

舩　美
ミ エ

絵

でしょうか。

『金銭的サポートと応援が心強い』

乳がんは早く見つかればほとんどが良くなると言われ

ていますが、治療自体は長く続くのです。中でも、抗がん

剤治療を受けた場合、吐き気や倦怠感、脱毛などつらい

副作用が起こります。そんな時は、普通でも弱気になっ

たり、不安になったりするでしょう。でも乳幼児は感情の

ままに泣いたり抱っこを求めたり、歩き始める頃には不安

定な歩き方で、あちこち探検して動き回ります。そう、治

療中で体調が悪くても、ゆっくり休養はできないのです。

そして、子供さんを外で遊ばせてあげられない事を申し

訳なく思う親心。だけど、もう一人で抱え込まないで、頑

張りすぎないで、少しでもストレスフリーでゆっくりできる

時間をもってもらいたいのです。それにはどなたかにお

手伝いをお願いしなければ・・でも、親御さんや親族に

お願いするのも難しい条件はいっぱいあります。さすが

に、入院、手術の時には、万障繰り合わせて、旦那さんが

休みを取ったり、親御さん等が来て下さる事は可能でも、

抗がん剤治療や放射線治療など、

継続的な治療の場合には、頻繁

にお願いするのは難しいという

ケースが多いと思われます。

・夫は仕事で帰りは遅い、休業

が難しい

・両実家が遠方、親も仕事をしている

・両実家の両親も高齢で、闘病中や看病中、祖父母を介護中

等 、々頼る事が難しい状況で子育てしながら闘病生活を

されている方がおられるのです。

そんな方々に、乳幼児の一時保育やベビーシッターさん

にお願いしてもいいんだ～と気持ちを楽にしてもらいたい

との想いを込めた、シッターサポートプログラムです。助

成金自体は、月に1万円で6か月分と、実際にかかる費用

のほんの一部の金額でしかないのですが、受給された方

から「金銭的なサポートももちろん大変ありがたいですが、

乳がんの治療を応援してくださる方がいると実感できるこ

とも、非常に心強いです。」とのメールを頂いた時は、この

プログラムを作って本当に良かったと思えた瞬間でした。
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女（やめ）のおじいちゃんを訪ねて八
J.POSH奨学金まなび創設の原点となった福岡県八女

市の山下さん。私は「八女のおじいちゃん」と呼んでいます。

毎年１月、「With　You　九州あなたとブレストケアを考

える会」が福岡で開催されますが、その折に時間がとれる

年にはおじいちゃんを訪問しています。

おじいちゃんは、看護師をされていた次女さんを乳がん

で亡くされ、幼い子供たち（孫）をおばあちゃんと2人で育

てる事になさいました。お手紙でその事を知らせて頂い

た事をきっかけに、私たちはJ.POSH奨学金「まなび」を

立ち上げました。（おじいちゃんとの出会い、いきさつは

J.POSHのホームページ、奨学金まなび「設立の想い」をご

覧頂ければと思います。）私たちが八女のおじいちゃんを初

めて訪れたのは６年前。その当時、下のお孫さんは中学２

年生。中学校での乱暴な生徒やいじめ問題で、安心でき

ないと仰っていました。その３年後に伺った時は、おじい

ちゃんは病気で退院されたばかりの時で、入れ替わりにお

ばあちゃんが腰の手術とかで入院されている時でした。

そして今年。おじいちゃんはお元気に、庭に出て待って

いて下さり、にこやかに迎えて下さいました。今回はおば

あちゃんもお元気で、一緒にお話をして下さいました。１

月１３日は、下のお孫さんの成人式だったと、晴着姿の家

族写真を見せて頂きました。そして同じその日に亡き娘さ

んの１３回忌をつとめられたそうです。おじいちゃん、おば

あちゃんはお孫さん２人ともが成人となられ、ホッとされた

事でしょう。でもまだ次は、　「早よ嫁に出さにゃあ・・」と。

おじいちゃんは今年の４月で９０歳。「大変な人生でし

た」と、ぽつりぽつりと語り出されました。１５歳で志願し

て３歳上のお兄さんと一緒に入隊した事。そのお兄さん

が戦争で亡くなった事。「戦争に駆り出されて行く時代だっ

たが、間違いじゃった。教育の問題じゃろう」と。戦後は

林業で一生懸命働いて、自分で土地も家も買った事。６３

歳の時、山で木が倒れてきて頸椎損傷で、車いす生活に

なった事。そして７０代後半には娘さんを亡くされ、小学

生のお孫さん2人を育てる事に。車いすで思うように動け

なくなった事で、そのイライラからおばあちゃんに辛く当っ

た事もあった・・と反省の言葉を口にされるや否や、おば

あちゃんは「その仕返しにおじいさんが亡くなったら頭を

叩いてやる」と笑ってお茶目に言われました。

お二人ともまだまだしっかりいておられますし、これか

らもお元気で仲良くして頂き、「頭を叩いてやる」のはもっ

ともっと先にお預けにしてほしいですね、また、時々会い行

きたいと思います。

（認定 NPO法人J.POSH　理事　平田 以津子）

若年性乳がんにサポート必要
若年性乳がんと診断された方が、納得して治療を選択

し、安心して治療を受けられ、がんになったその先の人生

をその人らしく生きられるようなサポートがもっともっと必

要だと日々感じています。

今回、J.POSH様のシッターサポートプログラムの存在

を教えて頂き、乳幼児を育てながら治療を受けている仲

間にとって、大変心強いサポートだと感じました。小さな

子どもを連れての通院の大変や、一時預かりを利用するか

どうかを悩んでいる方のお話を聞くこともあります。治療

中の子育てママに寄り添うシッターサポートプログラムに

救われる方が、今後さらに増えてくることと思います。

がんになったことは、10年経った今も悔しくて仕方あり

ません。がんになって失ったものも、諦めたことも、数えれ

ば色 あ々りますが、がんを経験したからこそ知った痛みや

辛さ、そして優しさや強さ、それはきっとこれからの私たち

自身の価値になると信じています。

私の周りには、がんになった後の人生を、自分らしく歩ん

でいる仲間がたくさんいます。がんになった先にも多様な

人生があります。自分の中の幸せを見つけて、自分らしく

生きられれば、それはとてもすてきな人生だと私は思って

います。

八女のおじいちゃん（右）おばあちゃん（中）と平田理事（左）
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有限会社ヨガワークス 株式会社フラウ・インターナショナル 株式会社ダイアナ

ジャパンリスクマネジメント株式会社 医療法人健優会 マンモプラス竹尾クリニック

日産プリンス

山梨販売株式会社

株式会社ベネフィット・ワン

ノイエス株式会社

株式会社オフィストゥーワン 株式会社ヤクルト本社

有限会社

コープサービスしこく

スリーエー・ライフ株式会社

社会医療法人財団  池友会

福岡和白総合健診クリニック

京都奉製株式会社 JFRカード株式会社

日産プリンス

札幌販売株式会社

株式会社イーズ・インターナショナル

株式会社ローズ・サプライ 株式会社くわこや

株式会社ジャパックス

株式会社シールズ

ティーペック株式会社

株式会社 iDA（アイ・ディ・エー） 雪印ビーンスターク株式会社

ローヤル化工株式会社

株式会社リツビ

J.POSHオフィシャルサポーター
認定NPO法人 J.POSH （日本乳がんピンクリボン運動）を通じてピンクリボン運動をご支援いただいている企業・法人・など各種団体の一覧です。
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株式会社神戸酒心館株式会社HEAVEN Japan

新潟日産モーター株式会社

　日本カルミック株式会社

築野食品工業株式会社

株式会社シェモア マイランEPD合同会社

株式会社リクルートライフスタイル

株式会社レリアン

株式会社ファーストフレンズ

株式会社アーキ・ジャパン

株式会社ソルトワークス

エターナル株式会社

旭川リハビリテーション病院

村信株式会社

メドライン・ジャパン合同会社

ベルサンテスタッフ株式会社

株式会社テスコム

日本生活協同組合連合会

株式会社ワコール

ゴールドフラッグ株式会社

医療ビジネス専門学校

一般社団法人日本グルーデコ協会 一般社団法人日本美姿勢協会

日本製紙株式会社THE WORLD株式会社

株式会社トリニティ・ワールド グンゼ株式会社

ミドリ安全株式会社

株式会社UCS 株式会社日成アドバンス

乳がん患者会「関西ひまわりの会」
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会

女性経営者の会 京都薫風ライオンズクラブ

日本航空　ラグビー部
JAL WINGS

藤沢ラグビー蹴球倶楽部

塩原温泉旅館協同組合

女将の会

川越市 最明寺 NPO法人 日本ハウスクリーニング協会

J.POSHオフィシャルパートナー
認定NPO法人 J.POSH （日本乳がんピンクリボン運動）を通じてピンクリボン運動をご支援いただいている営利を目的としない患者会・協会・組合・などの各種団体の一覧です。
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olution理念に、お客様の抱える問題解決S

株式会社オフィストゥーワン（大阪府吹田市、

芳賀孝之代表取締役CEO）は、芳賀代表が1989

年 4月に設立し保険代理業・生命保険の募集に

関する業務、各種コンサルティング業務などを営

んでおられます。08 年 8月にＪ．ＰＯＳＨのオフィ

シャルサポーターに登録されピンクリボン活動に

ご協力頂いています。

「もっと早く発見できていたら」 
知人の死悔い乳がん啓発

「大好きな得意先の社長が、すい臓がんの症状

に似た痛みを訴えたため受診を勧め、結果がん

が発覚。友人が放射線科長をしている粒子線

医療の専門病院をご紹介したが、すでにステー

ジ4。結局、余命を２年伸ばしただけでした。先

生と私が無力感を感じているとき、奥様よりロス

タイムの２年間のおかげで長女の結婚式参列、

次女に初孫ができ、主人にとって最高の２年間

やったよ。だからそんなこと思わないでと言って

いただきました。悔いることはもっと早く発見が

できていれば・・・ということです。このことで

がん検診が最も大切であることを実感し、ピンク

リボン運動を通して啓発活動を展開しているＪ．

ＰＯＳＨさんに協力することになりました」と話し

て頂きました。

「がん保険を販売することが主たる目的ではあ

りません」ときっぱり語る芳賀さんは「お客様に

対して『がん検診は必ず受けて下さい。早期に発

見し治療を行えば大多数が治ると言われていま

す』と訴えることが目的です。とにかく、お客様

をがんからお守りしたい」と。

東京海上日動の代理店の中で質、業績など総

合的な評価の結果、全国で21社しかない「ロイ

ヤルエクセレント」に選ばれたという同社。「弊

社の理念は『Solution』。社員一人ひとりまた社

外のパートナーの知恵、感性、情熱などが結集さ

れてチームの個性となりその積み重ねがオフィス

トゥーワンという “人柄”を築きあげていく。私

たちはお客様の様々な問題をいろいろな角度で

解決のお手伝いをさせていただきます」と話して

おられます。

「保険商品、とりわけがん保険の販売時には定

期検 診の大切さ、がん

の早期発見の大切さを

訴え、啓発するきっかけ

ととらえています」 (芳賀

代表 )。チャリティゴル

フ大会を開催し、チャリ

ティ資金をＪ.ＰＯＳＨに

寄贈して頂くなど、様々

な活動を展開していらっ

しゃいます。

株式会社オフィストゥーワン
www.office21-net.com

「
が
ん
保
険
販
売
時
に
検
診
の

大
切
さ
訴
え
る
」
と
芳
賀
代
表

　
　
　
社
員
の
記
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影

東京海上日動代理店
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ビー肌着製造卸売一筋に72年ベ

村信株式会社
www.murashin.com

村信 株 式会 社（ 泉 大 津 市、鈴 木 淳也 代 表

取 締 役 ）は、新 生 児 から 3 歳 児までを主 対

象 にした 赤 ちゃん 用 肌 着・子 供 用 肌 着 の

製 造 卸 売 業。 今 年、創 業 7 2 年目を 迎えた

同 社は、一貫してベビー用肌 着 の 製 造と販

売 一 筋 の 経 営 を貫 いて いらっしゃいま す。

2 018 年 2 月からＪ. ＰＯＳＨのオフィシャル

サポーターとしてご 支 援頂いています。

日本 製にこだわり「 安心 」提 供

同 社 の 特 徴 は「 生 地、資 材 すべて日本 製

で、日本 の 紡 績 会 社と提 携して赤ちゃん の

肌 にやさしい 素 材 を調 達し、縫 製、検 品ま

で 行っている」（ 鈴 木 代 表 ）こと。 コスト削

減や労働力などを求めて海 外へ進出する企

業が 少なくないが、同社が『 日本』にこだわ

り続 ける理 由は「 安心 の 一言 で す。 生まれ

てきたばかりの赤ちゃんの肌に直に触れる

肌 着は、綿 10 0％のやさしい肌 触り、安心感

が 一番 求められている。 そのことを満たす

のは日本 製 以外 ないのではないでしょうか。

当 社の 製 品を『 いい 物 だ から』と継 続して

お買 い上 げ 頂くお 客 様 は 多 いで す」（ 同 ）。

商品 の販 売 先 は 有名デパートを始め、アパ

レル関 係など 多 数 。 ネット通 販 は、楽 天 市

場、ya ho o ！ショッピング、アマゾンなどに

『 ほほえみ 工 房』の 名前 で出 店して いらっ

しゃいます。

啓 発 活 動の原 点は 
「赤ちゃんとおっぱ いは一 体」

ピ ンクリボ ン 活 動 を 支 援 され ることに

なった 動 機 を 伺うと「 ベビー用品を 扱う立

場にいる私たちにとって、赤ちゃんとおっぱ

いは一 体 のものという思いは強いで す。 市

川海 老蔵さんの奥 様だった小林麻央さんの

ように、若くして幼い子 供を残して逝ってし

まうという悲しい 現 実 を見せられ た 時、会

社として乳 がん 啓 発 活 動に 取り組まなくて

は、という思 い に 駆り立 てられまし た」と

語ってくれました。

『日本製で安心』貫く

「日本製にこだわります」と語る鈴木代表

生地調達、縫製、検品までを全て国内で一貫製造
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垣の川添さん、バイクトライアル開催し募金活動大

参加者に募金募りＪ.ＰＯＳＨに寄付

岐阜県大垣市郊外の山中

に作られたトライアルコースに、

全国のバイク好きが集まって

年4回開かれる「清流の国　

ぎふ　グリーントライアル大

会」。主催しているのが川添

明さん（61＝写真）。川添さん

はこの大会で『ピンクリボン募金』を募り、Ｊ．ＰＯＳＨ

に寄付金をお寄せ頂いています。

会場近くの上石津町で暮らす川添さんは現在、大垣

市の福祉関連施設に勤務。趣味はバイク、ロードスター

（マツダ製スポーツカー）、アマチュア無線など多彩。地

元のバイク好きが集まって「上石津グリーンライダーズク

ラブ」（代表＝川添さん、メンバー 6人）を結成し、1987

年7月に第1回「グリーントライアル大会」を開催。今年

3月の大会は実に65回を数えます。大会参加者から寄

せられた募金をまとめ、Ｊ．ＰＯＳＨに初めて募金をし

て頂いたのは16年3月で、以後、大会開催の都度募金を

お寄せ頂いています。

参加者家族の会話で乳がん啓発思いつく

川添さんが大会に『ピンクリボン募金』の “冠”を付

けて乳がん啓発活動を始めるきっかけとなったのは、会

場を訪れた競技参加者の奥さんたちとの何気ない会話

だったといいます。「世間話をしていたら、お二人が乳が

んで通院していることが分かりました。この病気が大変

な病気であるという認識はもっていましたが、実際にこ

の病と闘っているお二人の会話から、乳がんに関わる啓

発を行なわなければ、という思いが高まりました」といい

ます。「早速ネットで調べ、Ｊ．ＰＯＳＨさんの活動に協

力させてもらうことにしました」と話してくれました。

トライアル会場は「かみいしづ緑の村公園」のバンガ

ロー村跡を地権者から借り受けて運営し、1周約2㎞の

コースに12箇所の障害物や急斜面などがある難コース

を設定。トライアルはスタートからゴールまで “足つき”

やエンジン停止、転倒などの減点が少ないライダーが優

勝するスポーツ。毎回40人近くが参加し、多い時には

80人もの参加者がいるということです。地元住民として

地域の活性化を願う川添さんは「大会の狙いは、ピンク

リボン活動のほか、里山振興、地域物産品ＰＲなどの思

いも込められています」と熱く語っていらっしゃいます。

バイク好きが大 垣で年 
4回 のトライアル 大 会

急峻な坂道にトライする競技者。円内は募金箱と岐阜県
のキャラ『みなもちゃん』

『新型コロナウイルス』―。中国発のウイルスが日本中

を、いや世界中を震撼とさせています。TV、新聞の『罹患者

は何人、死者は何人…』といった報道が連日、飛び込んで来

ます。目に見えないウイルスが突然ヒトの体内に忍び込み

急性呼吸器疾患を引き起こすという、怖い感染症。防御策

は『マスク、うがい、手洗い、アルコール消毒、人込みを避け

濃厚接触をしない』などということですが、さて、わが身に置

き換えてみると…。ほぼ順守できていると思いますが、マス

ピンクリボンNEWSあとがき

クとアルコール消毒液の在庫が気になるところ。街を歩い

ていてドラッグストアの看板が目に付くたびに「あの～、マス

クはありますか？」に、『ありません！』とにらみつけるような

店員さんの顔。たぶん彼女たちは同じ質問にうんざりしての

対応だろうとお察しします。マスクや消毒液に関しては「買

占め、売り惜しみ、抱き合わせ販売、ネットによる高額転売」

などの話も聞こえてきます。この事態に付け込んで私腹を肥

やそうという輩に腹が立ち、やがて悲しくなります。（T.I）


